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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月27日(2018.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（１Ａ）で表される化合物、その製薬学的に許容される塩、又はその水和物もしくは
溶媒和物
【化１】

［式中、
　Ａ１及びＡ２は、同一又は異なって、各々独立して、－Ｃ（＝Ｏ）Ｂ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ
Ｒ３ＡＲ３ＢＢ、－ＣＯ２Ｂ、－Ｃ（＝Ｓ）ＯＢ、－ＣＯＮＲ３ＣＢ、－Ｃ（＝Ｓ）ＮＲ
３ＣＢ、－ＳＯ２Ｂ、－ＳＯ２ＣＲ３ＡＲ３ＢＢ、－ＳＯ２（ＯＢ）、－ＳＯ２ＮＲ３Ｃ

Ｂ、－Ｐ（＝Ｏ）（Ｂ）２、－Ｐ（＝Ｏ）（ＣＲ３ＡＲ３ＢＢ）２、－Ｐ（＝Ｏ）（ＯＢ
）２、－Ｐ（＝Ｏ）（ＮＲ３ＣＢ）２、又は水素原子であり、ここにおいて、Ａ１及びＡ
２は同時には水素原子ではなく
　（ここにおいて、



(2) JP 2018-509441 A5 2019.2.14

　　Ｂは、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環基、置換されても
よい３員～１２員の環状アミノ基、又は下記式（Ｂ）
【化２】

で表される基
　　（式（Ｂ）において、式中＊は結合位置を表し、
　　　Ｘは、単結合、置換されてもよいＣ１－１０アルキレン、置換されてもよいＣ３－

１０シクロアルキレン、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環、置
換されてもよい３員～１２員の環状アミニルリンカー基、置換されてもよいＣ２－１０ア
ルケニレン、置換されてもよいＣ２－１０アルキニレン、置換されてもよいＣ６－１０ア
リーレン、又は置換されてもよいＣ５－１０ヘテロアリーレンであり、
　　　Ｙは、単結合、酸素原子、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ２－、－ＯＣＯＮＲ４Ａ－、－Ｏ
ＳＯ２－、－ＯＳＯ２ＮＲ４Ａ－、－ＣＯ－、－ＣＯ２－、－ＣＯＮＲ４Ａ－、－ＮＲ４

Ａ－、－ＮＲ４ＡＣＯ－、－ＮＲ４ＡＣＯ２－、－ＮＲ４ＡＣＯＮＲ４Ｂ－、－ＮＲ４Ａ

ＳＯ２－、－ＮＲ４ＡＳＯ２Ｏ－、－ＮＲ４ＡＳＯ２ＮＲ４Ｂ－、硫黄原子、－ＳＯ－、
－ＳＯ２－、－ＳＯ２Ｏ－、－ＳＯ２ＮＲ４Ａ－、又は置換されてもよい３員～１２員の
環状アミニルリンカー基であり、
　　　Ｒ４Ａ及びＲ４Ｂは、同一又は異なって、各々独立して、水素原子、置換されても
よいＣ１－１０アルキル基、置換されてもよいＣ３－１０シクロアルキル基、置換されて
もよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環基、置換されてもよいＣ２－１０アルケ
ニル基、置換されてもよいＣ２－１０アルキニル基、置換されてもよいＣ６－１０アリー
ル基、又は置換されてもよいＣ５－１０ヘテロアリール基であり、
　　　Ｚは、単結合、置換されてもよいＣ１－１０アルキレン、置換されてもよいＣ３－

１０シクロアルキレン、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環、置
換されてもよい３員～１２員の環状アミニルリンカー基、置換されてもよいＣ２－１０ア
ルケニレン、置換されてもよいＣ２－１０アルキニレン、置換されてもよいＣ６－１０ア
リーレン、又は置換されてもよいＣ５－１０ヘテロアリーレンであり、
　　　ｎは、０、１又は２であり、
　　　Ｖは、－ＮＨＲ５、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環基
、又は置換されてもよい３員～１２員の環状アミノ基であり、ここにおいて、３員～１２
員の単環式又は多環式の複素環基及び３員～１２員の環状アミノ基は環内に少なくとも１
つ以上の２級の窒素原子を有し、及び
　　　Ｒ５は、水素原子、置換されてもよいＣ１－１０アルキル基、置換されてもよいＣ

３－１０シクロアルキル基、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環
基、置換されてもよいＣ２－１０アルケニル基、置換されてもよいＣ２－１０アルキニル
基、置換されてもよいＣ６－１０アリール基、又は置換されてもよいＣ５－１０ヘテロア
リール基である。）
であり、
　　ここにおいて、３員～１２員の単環式又は多環式の複素環基及び３員～１２員の環状
アミノ基は環内に少なくとも１つ以上の２級の窒素原子を有し、及び
　　Ｒ３Ａ、Ｒ３Ｂ及びＲ３Ｃは、同一又は異なって、各々独立して、水素原子、置換さ
れてもよいＣ１－１０アルキル基、置換されてもよいＣ３－１０シクロアルキル基、置換
されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環基、置換されてもよいＣ２－１０

アルケニル基、置換されてもよいＣ２－１０アルキニル基、置換されてもよいＣ６－１０

アリール基、又は置換されてもよいＣ５－１０ヘテロアリール基である。）；
　Ｒ１は、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、水酸基、置換されてもよいアミノ基、置
換されてもよい３員～１２員の環状アミノ基、置換されてもよいＣ１－６アルキル基、置
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換されてもよいＣ３－１０シクロアルキル基、置換されてもよいＣ２－６アルケニル基、
置換されてもよいＣ２－６アルキニル基、置換されてもよいＣ１－６アルコキシ基、置換
されてもよいＣ６－１０アリール基、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式
の複素環基、置換されてもよいＣ１－６アルキルカルボニル基、置換されてもよいＣ３－

１０シクロアルキルカルボニル基、置換されてもよいＣ６－１０アリールカルボニル基、
置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環カルボニル基、カルボキシル
基、置換されてもよいＣ１－６アルコキシカルボニル基、置換されてもよいＣ３－１０シ
クロアルコキシカルボニル基、置換されてもよいＣ６－１０アリールオキシカルボニル基
、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環オキシカルボニル基、置換
されてもよいアミノカルボニル基、置換されてもよい３員～１２員の環状アミノカルボニ
ル基、置換されてもよいＣ１－６アルキルチオ基、置換されてもよいＣ３－１０シクロア
ルキルチオ基、置換されてもよいＣ６－１０アリールチオ基、置換されてもよい３員～１
２員の単環式又は多環式の複素環チオ基、スルフィン酸基、置換されてもよいＣ１－６ア
ルキルスルフィニル基、置換されてもよいＣ３－１０シクロアルキルスルフィニル基、置
換されてもよいＣ６－１０アリールスルフィニル基、置換されてもよい３員～１２員の単
環式又は多環式の複素環スルフィニル基、置換されてもよいアミノスルフィニル基、置換
されてもよい３員～１２員の環状アミノスルフィニル基、スルホン酸基、置換されてもよ
いＣ１－６アルキルスルホニル基、置換されてもよいＣ３－１０シクロアルキルスルホニ
ル基、置換されてもよいＣ６－１０アリールスルホニル基、置換されてもよい３員～１２
員の単環式又は多環式の複素環スルホニル基、置換されてもよいアミノスルホニル基、又
は置換されてもよい３員～１２員の環状アミノスルホニル基であり；
　Ｒ２Ａ、Ｒ２Ｂ、Ｒ２Ｃ及びＲ２Ｄは、同一又は異なって、各々独立して、水素原子、
ハロゲン原子、シアノ基、水酸基、置換されてもよいアミノ基、置換されてもよい３員～
１２員の環状アミノ基、置換されてもよいＣ１－６アルキル基、置換されてもよいＣ３－

１０シクロアルキル基、置換されてもよいＣ６－１０アリール基、置換されてもよい３員
～１２員の単環式又は多環式の複素環基、置換されてもよいＣ１－６アルコキシ基、置換
されてもよいＣ３－１０シクロアルコキシ基、置換されてもよいＣ６－１０アリールオキ
シ基、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環オキシ基、カルボキシ
ル基、置換されてもよいＣ１－６アルキルカルボニル基、置換されてもよいＣ３－１０シ
クロアルキルカルボニル基、置換されてもよいＣ６－１０アリールカルボニル基、置換さ
れてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環カルボニル基、置換されてもよいＣ

１－６アルコキシカルボニル基、置換されてもよいＣ３－１０シクロアルコキシカルボニ
ル基、置換されてもよいＣ６－１０アリールオキシカルボニル基、置換されてもよい３員
～１２員の単環式又は多環式の複素環オキシカルボニル基、置換されてもよいアミノカル
ボニル基、置換されてもよい３員～１２員の環状アミノカルボニル基、置換されてもよい
Ｃ１－６アルキルチオ基、置換されてもよいＣ３－１０シクロアルキルチオ基、置換され
てもよいＣ６－１０アリールチオ基、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式
の複素環チオ基、スルフィン酸基、置換されてもよいＣ１－６アルキルスルフィニル基、
置換されてもよいＣ３－１０シクロアルキルスルフィニル基、置換されてもよいＣ６－１

０アリールスルフィニル基、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環
スルフィニル基、置換されてもよいアミノスルフィニル基、置換されてもよい３員～１２
員の環状アミノスルフィニル基、スルホン酸基、置換されてもよいＣ１－６アルキルスル
ホニル基、置換されてもよいＣ３－１０シクロアルキルスルホニル基、置換されてもよい
Ｃ６－１０アリールスルホニル基、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の
複素環スルホニル基、置換されてもよいアミノスルホニル基、又は置換されてもよい３員
～１２員の環状アミノスルホニル基であり；
　Ｒ８は、置換されてもよいＣ１－１０アルキル基である。］。
【請求項２】
　Ａ１及びＡ２は、同一又は異なって、各々独立して、－Ｃ（＝Ｏ）Ｂ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ
Ｒ３ＡＲ３ＢＢ、－ＣＯ２Ｂ、－ＣＯＮＲ３ＣＢ、又は水素原子であり、ここにおいて、
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Ａ１及びＡ２は同時には水素原子ではなく、
　（ここにおいて、
　　Ｂは、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環基、置換されても
よい３員～１２員の環状アミノ基、又は下記式（Ｂ）
【化３】

で表される基
　　（式（Ｂ）において、式中＊は結合位置を表し、
　　　Ｘは、単結合、置換されてもよいＣ１－１０アルキレン、又は置換されてもよいＣ

３－１０シクロアルキレンであり、
　　　Ｙは、単結合、酸素原子、又は－ＮＲ４Ａ－であり、
　　　Ｒ４Ａは、水素原子であり、
　　　Ｚは、単結合、又は置換されてもよいＣ１－１０アルキレンであり、
　　　ｎは、０、又は１であり、
　　　Ｖは、－ＮＨＲ５、置換されてもよい３員～１２員の単環式又は多環式の複素環基
、又は置換されてもよい３員～１２員の環状アミノ基であり、ここにおいて、３員～１２
員の単環式又は多環式の複素環基及び３員～１２員の環状アミノ基は環内に少なくとも１
つ以上の２級の窒素原子を有し、及び
　　　Ｒ５は、水素原子、又は置換されてもよいＣ１－１０アルキル基である。）
であり、
　　Ｒ３Ａ、Ｒ３Ｂ及びＲ３Ｃは、同一又は異なって、各々独立して、水素原子、又は置
換されてもよいＣ１－１０アルキル基である。）；
　Ｒ１、Ｒ２Ａ、Ｒ２Ｂ、Ｒ２Ｃ及びＲ２Ｄは、水素原子であり；
　Ｒ８は、置換されてもよいＣ１－１０アルキル基である、請求項１に記載の化合物、そ
の製薬学的に許容される塩、又はその水和物もしくは溶媒和物。
【請求項３】
　Ｂ、Ｒ３Ａ、Ｒ３Ｂ、Ｒ３Ｃ、Ｒ５、Ｒ８、Ｘ、Ｚ及びＶにおける、置換されてもよい
３員～１２員の単環式又は多環式の複素環基、置換されてもよい３員～１２員の環状アミ
ノ基、置換されてもよいＣ１－１０アルキル基、置換されてもよいＣ１－１０アルキレン
、及び置換されてもよいＣ３－１０シクロアルキレンの置換基が、各々独立して、
　（１）ハロゲン原子、
　（９）置換されてもよいＣ６－１０アリール基、
　（１７）－ＮＲ６Ｒ７、
　（１８）－ＣＯ２Ｒ６、
　（２０）－ＣＯＮＲ６Ｒ７、
　（２１）－ＳＯ２Ｒ６、
　（２２）－ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７、
　（２４）－ＯＣＯ２Ｒ６、
　（２５）－ＯＣＯＮＲ６Ｒ７、及び
　（２６）－ＮＲ６ＣＯ２Ｒ７からなる群から選択される同一又は異なる１～５個の置換
基で置換されてもよい基であり、
　ここにおいて、前記（９）における置換基は、各々独立して、
　　（ａ）ハロゲン原子、
　　（ｂ）水酸基、
　　（ｃ）Ｃ１－６アルキル基、
　　（ｄ）Ｃ１－６アルコキシ基、
　　（ｅ）シアノ基、
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　　（ｆ）カルボキシル基、
　　（ｇ）スルフィン酸基、
　　（ｈ）スルホン酸基、
　　（ｉ）リン酸基、
　　（ｊ）Ｃ１－６アルコキシカルボニル基、
　　（ｋ）Ｃ１－６アルキルカルボニル基、
　　（ｌ）－ＮＲ６Ｒ７、
　　（ｍ）－ＣＯ２Ｒ６、
　　（ｎ）グアニジン基、
　　（ｏ）－ＣＯＮＲ６Ｒ７、
　　（ｐ）－ＳＯ２Ｒ６、
　　（ｑ）－ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７

　　（ｒ）Ｃ６－１０アリール基、
　　（ｓ）Ｃ５－１０ヘテロアリール基、
　　（ｔ）１～３個のＣ１－６アルキル基で置換されてもよい３員～１２員の環状アミノ
基、及び
　　（ｕ）１～３個のＣ１－６アルキル基で置換されてもよい３員～１２員の単環式又は
多環式の複素環基
からなる群から選択される同一又は異なる１～５個の置換基で置換されてもよい基であり
、
　Ｒ６及びＲ７は、同一又は異なって、各々独立して、水素原子、又はカルボキシル基か
らなる群から選択される１～２個の基で置換されてもよいＣ１－１０アルキル基であり、
ここにおいて、Ｒ６及びＲ７が共に置換されてもよいＣ１－１０アルキル基のとき、それ
らが結合する窒素原子と一緒になって、３員～１２員の環状アミノ基を形成していてもよ
い、
請求項１又は２に記載の化合物、その製薬学的に許容される塩、又はその水和物もしくは
溶媒和物。
【請求項４】
　Ａ１及びＡ２が、同一又は異なって、各々独立して、－ＣＯ２Ｂ、－ＣＯＮＲ３ＣＢ、
又は水素原子であり、ここにおいて、Ａ１及びＡ２は同時には水素原子ではない、請求項
１～３のいずれか一項に記載の化合物、その製薬学的に許容される塩、又はその水和物も
しくは溶媒和物。
【請求項５】
　Ａ１及びＡ２が、同一又は異なって、各々独立して、－ＣＯＮＲ３ＣＢ、又は水素原子
であり、ここにおいて、Ａ１及びＡ２は同時には水素原子ではない、請求項１～４のいず
れか一項に記載の化合物、その製薬学的に許容される塩、又はその水和物もしくは溶媒和
物。
【請求項６】
　Ａ１及びＡ２が、－ＣＯＮＲ３ＣＢである、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合
物、その製薬学的に許容される塩、又はその水和物もしくは溶媒和物。
【請求項７】
　Ｖが、－ＮＨＲ５である、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物、その製薬学的
に許容される塩、又はその水和物もしくは溶媒和物。
【請求項８】
　Ｒ８が、メチル基である、請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物、その製薬学的
に許容される塩、又はその水和物もしくは溶媒和物。
【請求項９】
　Ａ１及びＡ２が、－ＣＯＮＨＢ
　（ここにおいて、
　　Ｂが、３員～６員の単環式の複素環基、又は式（Ｂ）で表される基
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　　（式（Ｂ）において、
　　　Ｘが、カルボキシル基及び－ＣＯ２Ｒ６からなる群から選択される１～２個の置換
基で置換されてもよいＣ１－６アルキレンであり、
　　　ｎが、０であり、
　　　Ｖが、－ＮＨＲ５又は３員～６員の単環式の複素環基であり、ここにおいて、３員
～６員の単環式の複素環基は環内に少なくとも１つ以上の２級の窒素原子を有し、
　　　Ｒ５が、水素原子又は１～２個のカルボキシル基で置換されてもよいＣ１－６アル
キル基であり、及び
　　　Ｒ６が、Ｃ１－６アルキル基である。）
であり、
　　ここにおいて、３員～６員の単環式の複素環基は環内に少なくとも１つ以上の２級の
窒素原子を有する。）である、
請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物、その製薬学的に許容される塩、又はその水
和物もしくは溶媒和物。
【請求項１０】
　以下の化合物から選択される、請求項１又は２に記載の化合物、その製薬学的に許容さ
れる塩、又はその水和物もしくは溶媒和物：
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（３－アミノプロ
ピル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－アミノエチ
ル）カルバメート）、
　（２Ｓ，２’Ｓ）－４，４’－（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４
，９－ジイル）ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（２
－（メチルアミノ）ブタン酸）、
　２，２’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（エタン－２，１－
ジイル））ビス（アザンジイル））ジ酢酸、
　３，３’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（エタン－２，１－
ジイル））ビス（アザンジイル））ジプロピオン酸、
　（２Ｓ，２’Ｓ）－３，３’－（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４
，９－ジイル）ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（２
－アミノプロピオン酸）、
　ジメチル　４，４’－（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジ
イル）ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））（２Ｓ，２’Ｓ）
－ビス（２－アミノブタノエート）、
　ジメチル　３，３’－（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジ
イル）ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））（２Ｓ，２’Ｓ）
－ビス（２－アミノプロパノエート）、
　２，２’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（プロパン－３，１
－ジイル））ビス（アザンジイル））ジ酢酸、
　２，２’－（（２，２’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４
，９－ジイル）ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（エ
タン－２，１－ジイル））ビス（アザンジイル））ビス（アセチル））ビス（アザンジイ
ル））ジ酢酸、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
ピペリジン－１－イルスルホニル）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファモイル）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
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　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
イソプロピルスルホニル）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（３－（（２－（
Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファモイル）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（３－（（２－（
メチルスルホニル）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
メチルスルホニル）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
アゼチジン－１－イル）－２－オキソエチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（３－（（２－（
アゼチジン－１－イル）－２－オキソエチル）アミノ）プロピル）カルバメート）、
　２，２’－（（２，２’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４
，９－ジイル）ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（プ
ロパン－３，１－ジイル））ビス（アザンジイル））ビス（アセチル））ビス（アザンジ
イル））ジ酢酸、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
カルバモイルオキシ）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（３－（（２－（
カルバモイルオキシ）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
（メトキシカルボニル）アミノ）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（３－（（２－（
（メトキシカルボニル）アミノ）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
（メトキシカルボニル）オキシ）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（３－（（２－（
（メトキシカルボニル）オキシ）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート）、
　２－アセチル－４－ヒドロキシナフト［２，３－ｂ］フラン－９－イル　（３－（（２
－（Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファモイル）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート、
　２－アセチル－４－ヒドロキシナフト［２，３－ｂ］フラン－９－イル　（３－（（２
－（メチルスルホニル）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート、
　（３－（（（（２－アセチル－４－ヒドロキシナフト［２，３－ｂ］フラン－９－イル
）オキシ）カルボニル）アミノ）プロピル）グリシルグリシン、
　２－アセチル－４－ヒドロキシナフト［２，３－ｂ］フラン－９－イル　（３－（（２
－（アゼチジン－１－イル）－２－オキソエチル）アミノ）プロピル）カルバメート、
　２－アセチル－４－ヒドロキシナフト［２，３－ｂ］フラン－９－イル　（３－（（２
－（カルバモイルオキシ）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート、
　２－アセチル－４－ヒドロキシナフト［２，３－ｂ］フラン－９－イル　（３－（（２
－（（メトキシカルボニル）アミノ）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート、及び
　２－アセチル－４－ヒドロキシナフト［２，３－ｂ］フラン－９－イル　（３－（（２
－（（メトキシカルボニル）オキシ）エチル）アミノ）プロピル）カルバメート。
【請求項１１】
　以下の化合物から選択される、請求項１又は２に記載の化合物、その製薬学的に許容さ
れる塩、又はその水和物もしくは溶媒和物：
　２，２’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（エタン－２，１－
ジイル））ビス（アザンジイル））ジ酢酸、
　３，３’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（エタン－２，１－
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ジイル））ビス（アザンジイル））ジプロピオン酸、
　ジメチル　４，４’－（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジ
イル）ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））（２Ｓ，２’Ｓ）
－ビス（２－アミノブタノエート）、
　２，２’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（プロパン－３，１
－ジイル））ビス（アザンジイル））ジ酢酸、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
Ｎ，Ｎ－ジメチルスルファモイル）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
イソプロピルスルホニル）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
メチルスルホニル）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
アゼチジン－１－イル）－２－オキソエチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
カルバモイルオキシ）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
（メトキシカルボニル）アミノ）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）、及び
　２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル　ビス（（２－（（２－（
（メトキシカルボニル）オキシ）エチル）アミノ）エチル）カルバメート）。
【請求項１２】
　以下の化合物から選択される、請求項１又は２に記載の化合物、その製薬学的に許容さ
れる塩、又はその水和物もしくは溶媒和物：
　２，２’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（エタン－２，１－
ジイル））ビス（アザンジイル））ジ酢酸、
　３，３’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（エタン－２，１－
ジイル））ビス（アザンジイル））ジプロピオン酸、及び
　ジメチル　４，４’－（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジ
イル）ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））（２Ｓ，２’Ｓ）
－ビス（２－アミノブタノエート）。
【請求項１３】
　２，２’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（エタン－２，１－
ジイル））ビス（アザンジイル））ジ酢酸である、請求項１又は２に記載の化合物、その
製薬学的に許容される塩、又はその水和物もしくは溶媒和物。
【請求項１４】
　２，２’－（（（（（（２－アセチルナフト［２，３－ｂ］フラン－４，９－ジイル）
ビス（オキシ））ビス（カルボニル））ビス（アザンジイル））ビス（エタン－２，１－
ジイル））ビス（アザンジイル））ジ酢酸　一塩酸塩　二水和物である、請求項１又は２
に記載の化合物。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の化合物、その製薬学的に許容される塩、又はそ
の水和物もしくは溶媒和物を含有する医薬組成物。
【請求項１６】
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の化合物、その製薬学的に許容される塩、又はそ
の水和物もしくは溶媒和物を有効成分として含有する、癌の治療剤及び／又は予防剤。
【請求項１７】
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　癌が、急性白血病、慢性リンパ性白血病、慢性骨髄性白血病、真性多血症、悪性リンパ
腫、脳腫瘍、頭頸部がん、食道がん、甲状腺がん、小細胞肺がん、非小細胞肺がん、乳が
ん、胃がん、胆のう・胆管がん、肝がん、膵がん、結腸がん、直腸がん、絨毛上皮腫、絨
毛芽腫、絨毛がん、子宮体がん、子宮頸がん、尿路上皮がん、腎細胞がん、睾丸腫瘍、ウ
イルムス腫瘍、皮膚がん、悪性黒色腫、神経芽細胞腫、骨肉腫、ユーイング肉腫、および
軟部肉腫からなる群から選択される少なくとも一種の癌である、請求項１６に記載の治療
剤及び／又は予防剤。
【請求項１８】
　癌を治療及び／又は予防するための組成物であって、治療及び／又は予防上の有効量の
請求項１～１４のいずれか一項に記載の化合物、その製薬学的に許容される塩、又はその
水和物もしくは溶媒和物を含む、組成物。
【請求項１９】
　癌が、急性白血病、慢性リンパ性白血病、慢性骨髄性白血病、真性多血症、悪性リンパ
腫、脳腫瘍、頭頸部がん、食道がん、甲状腺がん、小細胞肺がん、非小細胞肺がん、乳が
ん、胃がん、胆のう・胆管がん、肝がん、膵がん、結腸がん、直腸がん、絨毛上皮腫、絨
毛芽腫、絨毛がん、子宮体がん、子宮頸がん、尿路上皮がん、腎細胞がん、睾丸腫瘍、ウ
イルムス腫瘍、皮膚がん、悪性黒色腫、神経芽細胞腫、骨肉腫、ユーイング肉腫、および
軟部肉腫からなる群から選択される少なくとも一種の癌である、請求項１８に記載の組成
物。
【請求項２０】
　癌の治療剤及び／又は予防剤を製造するための、請求項１～１４のいずれか一項に記載
の化合物、その製薬学的に許容される塩、又はその水和物もしくは溶媒和物の使用。
【請求項２１】
　癌が、急性白血病、慢性リンパ性白血病、慢性骨髄性白血病、真性多血症、悪性リンパ
腫、脳腫瘍、頭頸部がん、食道がん、甲状腺がん、小細胞肺がん、非小細胞肺がん、乳が
ん、胃がん、胆のう・胆管がん、肝がん、膵がん、結腸がん、直腸がん、絨毛上皮腫、絨
毛芽腫、絨毛がん、子宮体がん、子宮頸がん、尿路上皮がん、腎細胞がん、睾丸腫瘍、ウ
イルムス腫瘍、皮膚がん、悪性黒色腫、神経芽細胞腫、骨肉腫、ユーイング肉腫、および
軟部肉腫からなる群から選択される少なくとも一種の癌である、請求項２０に記載の使用
。
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